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   ※受賞企業 4 社の審査委員による評価ポイントは次のように要約できる。 

   アサヒグループホールディングス株式会社(初受賞) 

    経営理念と長期ビジョンを同社のステークホルダーと関連付け、かつ解決すべき社会

的課題に結び付けて簡潔に説明し、＜IR＞フレームワークに参照しつつ価値創造プロ

セスと各事業部での事業展開のストーリーをわかりやすく表現した。 

   伊藤忠商事株式会社（3 回連続） 

    積み上げてきた統合報告のスタイルを基礎に、総合商社における独自の競争優位性

を鮮明に示し、それを支える事業投資に対する考え方や新旧中期経営計画の連関を

簡明に説明するほか、TSR などを入れた株主価値のページを新設した。 

   オムロン株式会社（3 回連続） 

    事業別を中心にビジネスモデルを上手く説明するとともに、事業選択と事業効率の指

標である ROIC 経営 2.0 を仲立ちに TSR など株主価値の説明に繋げ、さらにスチュワー

ドシップ・コードとコーポレート・ガバナンスコードの新たな動向にもいち早く対応した。 

   MS&AD インシュアランス グループ ホールディングス株式会社(初受賞) 

    制度上求められる「ディスクロージャー誌」を母体に、保険契約者に理解し易くかつ投

資家の情報要求にも応えられる水準で、総合保険業の価値創造ストーリーを簡潔に説

明するなかで ERM 経営やグループ ROE 分解を使用し具体的な数値の説明に繋いだ。 

 

第 3 回 WICI ジャパン「統合報告表彰」授賞式は、2015 年 12 月 4 日（金）13：15～14：15 に、

国際文化会館 岩崎小彌太記念ホール（〒106-0032 東京都港区六本木 5-11-16  

☎03-3470-4611）において開催する「WICI シンポジュウム 2015」（プログラム等は WICI ホ

ームページ：http://www.wici-global.com/symposium2015/）の行事の一環として行います。 

              

WICI ジャパン会長                  長  友   英  資 

               WICI ジャパン「統合報告審査委員会」委員長  鈴  木  行  生      

                          

                          記 

 
【審査目的】 

事業報告の簡潔・明瞭化により事業体のステークホルダーとの双方向コミュニケーションを高

め、事業体と社会の持続可能性を向上させようとする＜IR＞に呼応し、その活動を日本にお

いて推進する方策として、「WICI ジャパン統合報告表彰制度」を創設することにした。併せて、

「統合報告」の発行体が広くステークホルダーから受けた評価を次年度の「統合報告」の制作

に反映できるようにすることを本表彰制度の主たる目的とし、「統合報告」「コーポレート レポ

ート」「サステイナビリティ レポート」「ＣＳＲレポート」「アニュアル レポート」等の名称の如何

を問わず、2014 年度の実績にもとづく年次報告として、2015 年 10 月までに上場会社ないしこ

れに準ずる会社が発表したものを対象に勝手審査を行った。 

 



【審査ポイント】 

１）ＩＩＲＣが定める<ＩＲ>フレームワークに定められた必須記載事項を反映して、当該発行体の

価値創造ストーリーが簡潔明瞭に記されているか否か。 

２）過去の事業活動で達成された成果と残された課題が整理され、それと今期の実績との繋

がりが明確にされていると共に、それを踏まえた将来の事業展開が、そのリスクと合わせて

適確に見通せるようになっているか。 

３）営む各事業活動の価値創造ドライバーがＫＰＩとして、経時的ないしピアグループ間で比較

できるような形で提供され、ＫＰＩと開示する企業データとの繋がりが示されているか。 

４）事業活動の長期にわたる持続可能性を支えるコーポレート・ガバナンスが当該発行体に

相応しい形で保たれているか。 

５）経営執行陣が自社の資本コストを自覚し、株主還元を含めそれを意識した経営に取り組

んでいるか。 

６）企業の報告・開示は、主たるステークホルダーを意識するとともに、その他のステークホル

ダーに対しても、適確な開示メディアを選択活用してそれらの情報ニーズに応えているか。 

 

【「WICI ジャパン統合報告表彰」審査委員会】 

委員長    鈴木 行生（日本ベル投資研究所） 

委  員   松島 憲之（三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券） 

清水 倫典（Ｇマネジメント アンド リサーチ） 

川原 稔  (株式会社バリューレイザー) 

本多 淳  （龍谷大学非常勤講師） 

冨田 秀実（ロイドレジスター クオリティ アシュアランス リミテッド） 

光定 洋介（産業能率大学教授） 

橋本 明夫（元バイサイド・アナリスト） 

長田 清英（東海東京調査センター シニアグローバルストラテジスト） 

宮永 雅好（株式会社ファルコン・コンサルティング） 

小西 範幸（青山学院大学教授） 

與三野 禎倫（神戸大学准教授） 

内山 哲彦（千葉大学教授） 

  委員会事務局  花堂 靖仁、高井康男、菊池 慶輔  

【審査手順】 

１） 委員会事務局が次の手順により予備審査を行った。 

① 東京証券取引所市場第一部上場銘柄のうち 2015 年 7 月末の時価総額上位 200 社

をリストアップした。 

② この 200 社について、上記「審査ポイント」に照らし、名称の如何にかかわらず WICI

の「統合報告」に相当する年次報告と判断できる発行体を選別するとともに、時価総

額 200 社には含まれていないが「統合報告」に相当する年次報告書を作成している

と判断できる発行体 19 社を委員会事務局が選考し、予備審査対象企業とした。 

③ 上記②で選別した予備審査対象第一次候補企業について、上記の「審査ポイント」

を「統合報告」の一般的な構成に応じた具体的な評価項目に分解し、委員会事務局



が独自に作成した「ＷＩＣＩ統合報告優良企業審査シート（以下 「審査シート」により

評価を行った。なお、同審査シートは、ＩＩＲＣの「統合報告フレームワーク」を参照しつ

つ「WICI フレームワーク」を基本において作成している。 

④  「ＷＩＣＩ統合報告優良企業審査シート」による評価にもとづき、一定以上の評点を得

た発行体から優秀企業賞の本審査候補企業を審査委員に提示し、本審査から除く

べき企業ないし本審査に新たに追加すべき企業の有無を照会した。 

２） 審査委員が次の手順により本審査を行った。 

   ⑤ 審査委員から本審査候補企業についての削除・追加の申し出はなかったので、優

秀企業賞の本審査候補企業 21 社を第 2 次審査対象企業として、審査委員が分担

して別紙として添付する審査シートによる評価を行い、最終審査候補企業 6 社を選

定した。 

⑤  第3次審査では、最終審査候補企業6社について各審査委員員がすべてを審査し、

全員の審査評価シートが整ったところで、審査員が集い、審査委員長の司会進行の

もと、最終審査会を催した。6 社について相対的に劣後のものを審査対象から除く方

式で審査し、最終的に残った 4 社につて再度慎重審査した結果、上記の 4 社を第 3

回の「WICI 統合報告優秀企業」として表彰することに決定した。 

 

 

※第 3 回「ＷＩＣＩジャパン統合報告表彰」授賞式においでの際は、会場受付で取材の旨をお

伝えいただき、お名刺を提出いただきますようお願い申し上げます。 

【連絡先】WICI ジャパン事務局 

〒169-8050 新宿区西早稲田 1-6-1 早稲田大学大学院商学研究科 11 号館 1139 号室 

          西山 茂 研究室内  

  担当 花堂 靖仁（電話 090-3912-2729） 瀬川知恵子（電話 090-8728-8863） 
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8-2環績対応� 
0::..が自然や11.1'1に対してJH正す...とその対処
③理境に対してE直している商事項と自欄(l<pJ)

。事.空全.の取笠従l 二引主軍お先いに属にτ対等対Eしlニてしa対て荏ししEτ!てま・いEすしる竪a亡臨費しい事て主る項主い時笠ると事脂目~項楓g処と(事H目PとI舗}圏{ 
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8-3 社会的責任
必顧客� KP!l 

皇、容室討主中土主 婦(仰心

日� 1t7.ォーマンス

吐坦a脚1酬唱，H里a亘t喧aHt畳R亘患間喧雄面を間事望瞳一取岬喧k様m重正宴E量緬会扇が前牲I→+限の植9定E帽f三mS星2堅調制A川1，9，わPz・エか副sm実・り-g4MP@l付z示鴎扇噌さ子れ蚕k麟z2霊即mEg扇bて蜘互笠全醐7企 品るが9-1過去の事集成果
一� 

l③おI週包過金去当~のZ自負蜘己杢但犠E・E取貰111本得{塩の構翼'成E等)1こ関する全てのT一宮9-2過圭の資本J財務政;鎌 舗デー告と合理的多徐玄遭元方針の飽.

比率の考え方に自書する毘It� 

b2主1相経塁塁対営l比者4厳と2型し(以て対来EのTq壇SE2R賞婁望以積降型荷ー工価5費F(想哩-定1合2年資窒社本}向コ}車及ス竺びト Sとリhのスみ比ウの(般E吋SがR闘あ実導れ~型lf(鋒開ベ主ス色リト全一二三) 一一一-9-3棒主"17オー可:'J.実.1"偏� 
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9-4現在の財密扱況
j)漫在の財棒ti'況1:1盟する智価/分析

②帽に資本コストとの倒係、都付けとの閣僚についての毘通があ晶か� 

⑤②①経申巨額世・畏上を割連目の成慣置すとます晶己たる尉犠め葛に(卑敬指j草揮り堂組止由むそ里鰭のL策数盗値事.そUのA型車9-5.将来の財tnt・
信・貰杢塑/t!.の方針� 

E 関市の11得力� ..・ポイント� :.・e・fIとしてaAしτください. スヨア コメント� (f壬怠》� 

10 透明性 会社の帳包実虫、また司匹さ霧れ活て動お上りの、a・などについて杷盤で号、握嘗障にとって樟舎の思い
情報についても顕示がr.:dtt'(;I;'J.lI鋪住が高められた� ¥ 

1/ 持続可能性 会社の将来を見通す二とがで曹、その持続可錠牲が健慣できる� ¥ 
/2 リーダ シ ッブ 会社の経富樟のリーダーシ・ノブと経営力が感じ取れた� ¥ 
13 隻織田与へのインセンティフ

会社へ‘財響賓本をはじめ各種資本を将来にわたり提供する」とを通し、長期にわたり嶋与し� ¥ょうとする思いが高められたか

合計� 
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